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のかを迦うの尚は　漁夫是実無有中沢空　　　、¬　結
幸らつさこもたいどにな等相相相　　　　観さっ原仏　万
福我かまと学ださう理くは観観観観観観⌒ん゜理教　ぶ･
を々み゛なんけさか解で仏⌒⌒⌒⌒⌒⌒　しへ此のタ　員
つもとがのででか驚さも教実神現涅諸諸よしの正字　こ
か此ら此で行あ難かれ｀の在柁実槃行法呼　十確か　貫
まのれのあくりしなる本高ににに寂無無　こと影膳　亘
へ正だより中まいいで講等対対対静常我　じ引ぢに深　云
よ確とうまにしとであ回教すすす　ののの]ﾝﾌﾞjﾐ観法二
うないなすごて見いろ会学るるる　理理趣　う方をつ２
と認う認゜く　ヅ)たうので堰堤理念念念かをj才昌つ
い識こ識要白これだ1‾‾教あ念念念兄ﾊJ兄ノんすしるｽﾞｽ
うにとのは然うまき　程る゛゛゛　　　　゛るでｽﾞﾑ　ｰ
のよな方釈にいすた　をか　　　　　　　　　と　･tJU 、 ｢司
でっの法迦解うがい　進ら　三　　三　言そ鎖力作　佐
あてでで牟９む｀゜　め今　諦　　観　　｀゜れぢ出は　日
り正す人尼てづ一宇　て直　　　　　　　　てを斎米ヽ煌
まじ生仏くか応句　行に　　　　　　　　い諸二る此　上
すいでの⌒るし今の　く理　　　　　　　　　る法さでの　人

　゜本あ実おといは上　内解　　　　　　　　　　゜実かあ認
　当る体釈いも並で　に出　　　　　　　　　　相んら識

　なへな頴なすのの間けけらが然のあ承　もずてる　学さ　　．
　のれいうの゜使なをてる歌大のでり知先の成い理¬がせさ　第

　でばそもで此いい生阿見を亜流ヅまのずが枕る想‾取るあ三
　あ必ののあの方とかのの引悪れそせ連合国せ斯で｀９段い課
　りず慾歌り意をいし能よくいなのんり目つらるあ人で耽　　｀
　ま成望すま昧間う動もうとこの心゜人的あれ先つ生いりよ　人
　す枕はるすかヽ･=･,のかなに後とでの白間にるる天てのたにい生
　　゜さ必も゜ら予がすいなにのあ中分のつ1-の的｀究だ人よ　の
　　れての生欲ﾌ)よカもっ何よりかの心い　で歌白竟きっ人見

、る成そき望七でのてもうまら心はて　あ望然目たて生育
=回　歌枕してとかのおかし残にす起は人説　るはの的い参の　目

　　をさていいいでり残まり考゜っ白開明　゜合慾はとり究的脊:　合れ開るうけはまるうまへ何て然がし　そ目望｀思ま竟－

に　目る違人のな決ず゜せまか来に作で　の的が全いし目
視　的もっ間はいじ欲生んす欲る出っお　基でそ大まか的
く　とのたのみのてでとぎがと歌来たき　幹あれ類ずを

　　呼｀使すなでなすはてつ｀い望てもま　とっをに゜一は
　　ぶ言いべ合あいか実いま人うもいのす　なて指共　生っ
　　わい方て目り゜らにるり間と又るで゜　れ勺些連　懸き
　　けかでが的ま歌欲人だ生か人白もは御　る必しせ　命り
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